
【取組内容】 個別最適な学びと協働的な学びをサポートする「学びの地図」の試行

札幌市立中央中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【期待される効果】
★個別探究している生徒が、スライドを利用することで、他者の考えや意見を参考にさらに探究を深めることが可能になる。
★グループで協働的に１枚のシートで進めることができる。また、他のグループの考えを参考にすることもできる。
★授業者は、個別探究している生徒や、協働的に学びを進めている生徒の進捗状況を、リアルタイムで把握することができ、
適宜・適切な支援をすることが可能になる。

★研究授業の時など、参会者にも提示することで、これまでの生徒の学びの履歴や、現在の進捗状況を把握することができ、
幅広くかつ詳しい授業観察が可能になる。

以上のことから、次年度以降に各教科の授業で実践研究を進めていく予定である。

【説明】
左図は、本校の校内研究で活用している

「学びの地図（教員版）」である。今年度か
ら本校の校内研究は、個人研究となった。さ
らに、共通するテーマごとに小グループを編
成し、個人（個別）とグループ（協働）を両
立させて研究を進めている。その中で、各グ
ループの活動状況と個人研究の推進状況がす
ぐに分かるようにした１枚のスライドを作成
した。例えば、「ICT活用」グループの共同
研究や個人研究を確認し、自分の研究の参考
にしたい場合などは、対象をクリックすれば
リンク先に移動するようになっており、すぐ
に閲覧できるという仕組みである。
教師で実践した結果、「各教科の授業にお

いて、生徒に対してもこの方法が活用できる
のではないか」という意見が多かった。



【取組内容】 情報活用能力育成指標に係る継続的な取組

札幌市立中央中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

情報活用能力育成指標の活用［継続実践］

昨年度より、パートナー校である小学校と協働で９年間で児童生徒に身

に付けさせたい「情報活用能力育成指標」を作成し、定期的に児童生徒が

セルフチェックを行っている。中学校では、各教科の授業の際に授業者が

状況を把握することで、効果的なICTの活用が可能になることや、他教科の

取組状況を確認できることにより、教師の中に教科横断的な視点が養われ

てきた。また、内容項目の見直し、新たに項目を設定したり、項目の内容

を細分化したりと、１年間の実践を経て、ようやく生徒も教師も慣れてき

たところである。今後も継続しながら実践を重ねていきたい。

また、令和7年1月に札幌市学校教育情報化推進方針が新たに策定され、

その中で札幌市立学校情報活用能力体系表例が示されたことを受け、内容

を精査しながら、全市的に活用できる育成指標を目指していきたい。

あわせて、昨年同様に、新入生（複数の小学校から入学）の情報活用能

力実態把握と、今後の授業でGoogleスライドを生徒全員が使用できること、

自身のことを仲間に紹介し、自他の個性を理解し尊重できることをねらい、

本活動を実施している。生徒は、自分の得意なことや興味のあること、

GIGA端末でできることを仲間に紹介した。

成果としては、教師が生徒の情報活用能力の実態を把握できたこと、

Googleスライドを各教科共通で生徒が使用できるようになったこと、入学

当初の仲間づくりや学級づくりの一助となったことが挙げられる。また、

授業の協働的な学びの場面や、各種行事の準備などで、各自のGIGA端末で

できることを生かしながら活動する姿が見られたことも大きな成果である。



【取組内容】 クラスルームでロケーションフリーに連絡事項を共有

札幌市立中央中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

（従来）職員室の学年ホワイトボードに連絡をまとめていた

学年教師クラスルームの一例 【短学活での生徒への連絡事項】
担任はこの情報を確認し、生徒に伝達
→クラスルームなら教員用端末で教室でも確認できる！
（校務支援システムだと職員室でしか確認できない）

【先生方への連絡】
大人の動き、その他を伝達

【コメントに誰でも入力可能】
・全体の朝打ち合わせの内容伝達
（副担任の先生への情報共有）

・他の先生からの追加連絡
（外出の予定、委員会活動等について）

teacher

teacher1

teacher2

teacher3

（現在）学年教師クラスルームに連絡事項を入力しておくことで、
教員が誰でも、いつでも、どこでも情報を発信、確認することができる！

先生方に連絡事項等が伝わりにくいなぁ。なにか良い方法はないかなぁ。

T



【取組内容】 借りるッピ （物品貸出管理システム）～二次元コードリーダーを用いて、貸出や返却をエクセルで一括管理！～

札幌市立中央中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

どの学校でもちょっとした困りごとの中
に、必ずランクインすることとして、「使
いたいときに限って、物品が行方不明」が
上がると思います。本校も例外ではなく、
常にだれかが「〇〇持っている方or使用中
の方いますか～？」と職員室で聞いていま
した。
管理簿や貸出簿もありましたが、紙ベー

スのため、記入したり、しなかったり…。
そこで、二次元コードを活用して、物品の
一斉管理を行うことにしました。
このシステムは、「かざすだけ」なので、

教職員が新たに何かを覚える必要もありま
せん。おかげで導入からスムーズに進めて
いくことができました。
「方法が簡単である」ということが、新

しいことを始めるときに本当に重要なこと
であると実感しました。
このシステムを今後様々な教育的場面で

応用していくために、教職員間でアイデア
を出し合って検討しています。

※詳しい資料は、右記の
二次元コードから本校
ＨＰでご確認ください。

※「トップページ」の
「GIGAスクール～ICT
活用実践～教科以外編」
に掲載しています。


